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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月30日(2018.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　目的タンパク質を製造するための組換え宿主細胞であって、配列番号：４、１、２、３
、５、６、７、８、９、若しくは１６２又はその機能的相同体に示されるとおりのアミノ
酸配列を有するヘルパータンパク質をコードするポリヌクレオチドを過剰発現するように
改変されており、機能的相同体が、配列番号：４、１、２、３、５、６、７、８、９、又
は１６２に示されるとおりのアミノ酸配列に対して少なくとも３０％の配列同一性を有す
る、宿主細胞。
【請求項２】
　前記ヘルパータンパク質又は前記のその機能的相同体が、改変する前の宿主細胞と比較
して、モデルタンパク質ＳＤＺ－Ｆａｂ（配列番号：２５及び２６）及び／又はＨｙＨＥ
Ｌ－Ｆａｂ（配列番号：２９及び３０）の収量を増加させる、請求項１に記載の宿主細胞
。
【請求項３】
　前記ポリヌクレオチドが、前記宿主細胞のゲノム中に組み込まれるか又はベクター若し
くはプラスミド中に含有される、請求項１又は２に記載の宿主細胞。
【請求項４】
　ポリヌクレオチドの過剰発現が、（ｉ）前記ポリヌクレオチドの発現を駆動する組換え
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プロモーターを使用することによって、又は（ｉｉ）前記ポリヌクレオチドに作動可能に
連結された制御配列を修飾することによって達成される、請求項１～３のいずれか一項に
記載の宿主細胞。
【請求項５】
　ピキア・パストリス（Pichia pastoris）、ハンゼヌラ・ポリモルファ（Hansenula pol
ymorpha）、トリコデルマ・リーゼイ（Trichoderma reesei）、サッカロミセス・セレビ
シエ（Saccharomyces cerevisiae）、クルイベロミセス・ラクチス（Kluyveromyces lact
is）、ヤロウィア・リポリティカ（Yarrowia lipolytica）、ピキア・メタノリカ（Pichi
a methanolica）、カンジダ・ボイジニイ（Candida boidinii）及びコマガタエラ（Komag
ataella）、及びシゾサッカロミセス・ポンベ（Schizosaccharomyces pombe）である、請
求項１～４のいずれか一項に記載の宿主細胞。
【請求項６】
　配列番号：４、１、２、３、５、６、７、８、９、若しくは１６２又はその機能的相同
体から選択されるヘルパータンパク質の２、３、４、５、６、７、８以上が過剰発現され
る、請求項１～５のいずれか一項に記載の宿主細胞。
【請求項７】
　配列番号：１０、１１及び／又は１２に示されるとおりのアミノ酸配列に対して少なく
とも５０％の配列同一性を有するアミノ酸を有するタンパク質をコードする少なくとも１
つのポリヌクレオチドを過小発現するように改変されている、請求項１～６のいずれか一
項に記載の宿主細胞。
【請求項８】
　目的タンパク質をコードする異種ポリヌクレオチド配列を含む、請求項１～７のいずれ
か一項に記載の宿主細胞。
【請求項９】
　目的タンパク質が、酵素、治療用タンパク質、食品添加物若しくは飼料添加物、又は抗
体若しくは抗体断片である、請求項８に記載の宿主細胞。
【請求項１０】
　以下のように改変される、請求項１～９のいずれか一項に記載の宿主細胞：
（ｉ）配列番号：４又はその機能的相同体及び配列番号：２又はその機能的相同体に示さ
れるとおりのアミノ酸配列を有するヘルパータンパク質をコードするポリヌクレオチドを
過剰発現する、
（ｉｉ）配列番号：１６２又はその機能的相同体及び配列番号：２又はその機能的相同体
に示されるとおりのアミノ酸配列を有するヘルパータンパク質をコードするポリヌクレオ
チドを過剰発現する、
（ｉｉｉ）配列番号：１又はその機能的相同体及び配列番号：２又はその機能的相同体に
示されるとおりのアミノ酸配列を有するヘルパータンパク質をコードするポリヌクレオチ
ドを過剰発現し、かつ配列番号：１０又はその機能的相同体に示されるとおりのアミノ酸
を有するタンパク質をコードするポリヌクレオチドを過小発現するようにさらに改変され
る、又は
（ｉｖ）配列番号：４又はその機能的相同体及び配列番号：１又はその機能的相同体に示
されるとおりのアミノ酸配列を有するヘルパータンパク質をコードするポリヌクレオチド
を過剰発現し、かつ配列番号：１０又はその機能的相同体に示されるとおりのアミノ酸を
有するタンパク質をコードするポリヌクレオチドを過小発現するようにさらに改変される
。
【請求項１１】
　目的タンパク質を製造するための、請求項１～１０のいずれか一項に記載の宿主細胞の
使用。
【請求項１２】
　宿主細胞における目的タンパク質の収量を増加させる方法であって、配列番号：４、１
、２、３、５、６、７、８、９、若しくは１６２又はその機能的相同体に示されるとおり
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のアミノ酸配列を有するヘルパータンパク質をコードするポリヌクレオチドを過剰発現さ
せることを含み、機能的相同体が、配列番号：４、１、２、３、５、６、７、８、９、又
は１６２に示されるとおりのアミノ酸配列に対して少なくとも３０％の配列同一性を有す
る、方法。
【請求項１３】
　以下を含む、宿主細胞における目的タンパク質の収量を増加させる方法：
－宿主細胞を、配列番号：４、１、２、３、５、６、７、８、９、若しくは１６２又はそ
の機能的相同体に示されるとおりのアミノ酸配列を有するヘルパータンパク質をコードす
るポリヌクレオチドを過剰発現するように改変すること、ここで、機能的相同体は、配列
番号：４、１、２、３、５、６、７、８、９、又は１６２に示されるとおりのアミノ酸配
列に対して少なくとも３０％の配列同一性を有する、
－前記宿主細胞において、目的タンパク質をコードする異種ポリヌクレオチドを組換える
こと、
－前記宿主細胞を、ヘルパータンパク質又は機能的相同体及び目的タンパク質を過剰発現
するための好適な条件下で培養すること、並びに場合により
－細胞培養物から目的タンパク質を単離すること。
【請求項１４】
　以下を含む、宿主細胞において目的タンパク質を製造する方法：
－配列番号：４、１、２、３、５、６、７、８、９、若しくは１６２又はその機能的相同
体に示されるとおりのアミノ酸配列を有するヘルパータンパク質をコードするポリヌクレ
オチドを過剰発現するように改変された宿主細胞を提供すること（ここで、機能的相同体
は、配列番号：４、１、２、３、５、６、７、８、９、又は１６２に示されるとおりのア
ミノ酸配列に対して少なくとも３０％の配列同一性を有し、ここで、前記宿主細胞は、目
的タンパク質をコードする異種ポリヌクレオチドを含む）；
－宿主細胞を、ヘルパータンパク質又は機能的相同体を過剰発現するための及び目的タン
パク質を発現するための好適な条件下で培養すること、並びに場合により
－細胞培養物から目的タンパク質を単離すること。
【請求項１５】
　宿主細胞が、配列番号：１０、１１及び／又は１２に示されるとおりのアミノ酸配列に
対して少なくとも５０％の配列同一性を有するアミノ酸を有するタンパク質をコードする
少なくとも１つのポリヌクレオチドを過小発現するように改変されている、請求項１２～
１４のいずれか一項に記載の方法。
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